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さ　ん　ま　棒受　網　漁　業　試　験

宇　　野　　守　　一

柴　　田　　光　　夫

賓施して・北海道・三臥常総各海国の漁場に於ける漁況と海況の関係、魚群の剋罪状
き調査研究しt斯業の発展に寄輿する目的で本調査を賓施した。

方　　　　法

間　昭和25年9月17日から昭和25年12月30日に至る間

慣
　
船
員

襟裳岬押合から犬吠埼沖合に至る海甚

茨城丸（絵噸孜116官細　主戦閑ディーゼル250貯）

船長外38名

使用漁具並副漁具

受

胃

電

網

蟄

池

淳子側15・5間　沈子側20間　柄脇16間

10KW（100VlOOA）　5KW（100V．50A）

120V180A（12V8個．6Vl個）
集魚灯　2EW1個　lKWl個

球（昼光色）10JV500W　左舷9胤右舷22個（赤色球）左舷5個
経　　　　過

城丸は9月17日那珂湊を出航し．本試験に苛手した。

年の北海道押合は平年に比し、異状高温分布し，北海道沿岸では親潮寒流が落石崎より襟裳岬

けて急激な南下を示し、昨年とは全く異った水温分布を示した。その結果魚群の出規範発も咋

巽か．9月下旬には釧路．襟裳岬近海に魚群が南下し、其の親藩経路は必然的に援岸され．

下旬押台寒流の南下に伴ひ漸くE1460　N400の沖合海区に魚群の出現が見られるに至った。

月上旬に入わ妾岸額潮寒流の顔著な海況に伴ひ、魚群は一瞬に遵尾崎附近に南下し．以後2ケ

常磐海区に停滞されて居た。

丸は魚群の移動に従ひ、各海区に於て大体朗期の調査を実施したので、その概要を次表に掲

出漁航海概要衷
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